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教科における「目指す児童の姿」 

科 善悪の判断自律、自由と責任 思いやり・親切 

国語 ・自分の考えをもち、進んで書いたり、

話したりしている。 

・物語文において、登場人物の自主・自

立に基づいた生き方を読み取ってい

る。 

・友達の発言をしっかり聞き、反応して 

いる。 

・物語文において、作者や登場人物の他者

に対する思いやりを読み取っている。 

社会 ・平和で民主的な国家・社会の一員とし

ての自覚をもち、自他の人格を互いに

尊重しながら、社会的義務や責任を果

たそうとしている。 

・社会との関わりの中で、先人たちの残し

た文化や様々な農産物や工業製品など

をつくる人々の苦労を理解し、感謝の気

持ちをもちながら、理解を深めようとし

ている。 

算数 ・既習事項をもとに考え、表現しようと

している。 

・数学的な見方や考え方を活用し、積極

的に問題解決をしようとしている 

・友達の考えをよく聴き、協力して課題解

決に取り組んでいる。 

理科 ・安全に気をつけて観察、実験をしてい

る。 

・観察、実験を通して、科学的なものの

見方で考えている。 

・自然環境と自分たちの生活が密接に関

わり合っていることを知ることで、自然

に対する感謝の気持ちや自然を大切に

していこうという気持ちをもっている。 

生活 ・学校探検や校外学習などにおいて、ル

ールやマナーを守って活動している。 

・動植物の世話を最後まで責任をもって

行っている。 

・異学年の交流活動では、年下の友達のこ

とを考えて活動を計画、実践しようとし

ている。 

 

音楽 ・（低）音楽ゲームにおいて、順番やルー

ルを守って参加している。 

・（高）難しいと思う歌や曲でも、一生懸

命練習している。 

・（低）友達と心を一つにして歌詞に合っ

た歌い方で歌おうとしている。 

・（高）合唱や合奏において、友達と教え合

って曲をつくろうとしている。 

図工 ・自分で表したいことを決め、材料や用

具の特徴を生かして表現しようとす

る。 

・製作する際の約束を守り、安全に気を

つけて活動している。 

・自分や友達の作品を大切に扱い、鑑賞活

動を通して、お互いの作品の良さを認め

合おうとする。 

家 庭

科 

・衣食住について学んだ知識や技能を生

かして、毎日の生活をより良く過ごす

方法を考えている。 

・家族のことを思いやって、献立を立てた

り、家庭の仕事に取り組もうとしたりし

ている。 

体育 ・きまりを守り、活動を工夫して、各種

の運動を楽しくできるように取り組ん

でいる。 

・友達と協力して、運動に取り組むことが

できる。 

外 国

語 

・自分の考えや思ったことをはっきりと

伝えるとともに他者の問いかけに反応

をしている。 

・友達の問いかけに対してうまく反応で

きたら「Good job！」などのポジティブ

な反応をしたり、間違えてしまったとき

には「Don’t mind.」などの励ましの言

葉をかけている。 

学年重点目標 

【低学年】 

よいことと悪いことと

の区別をし、よいと思う

ことを進んで行うこと。 

Ａ―(１) 

身近にいる人に温かい

心で接し、親切にするこ

と 

Ｂ－(６) 

【中学年】 

正しいと判断したこ

とは、自信をもって

行うこと。 

Ａ―(１) 

相手のことを思いや

り、進んで親切にする

こと 

Ｂ－(６) 

【高学年】 

自由を大切にし、自律的

に判断し、責任ある行動

をとること 

Ａ―(１) 

誰に対しても思いやり

の心をもち、相手の立

場に立って親切にする

こと     

Ｂ－(７) 

【えがお】 

 よいことと悪いこととの区別をし、よいと思うことを進んで行うことが

できる。Ａ―(１) 

 身近にいる人に温かい心で接し、親切にすることができる。Ｂ－(６) 

道徳の時間 

すべての教育活動を補充、深化、統合し、児童の道徳的価値の理解を

深め、道徳的判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。 

道徳の授業の指導方針 

考え、議論する道徳の授業づくり 

〇ねらいの明確化 〇発問の吟味 〇自己の振り返りの充実 

教育環境の充実・整備 学年・学級 家庭・地域との連携 

・道徳コーナーの設置  

・挨拶運動の推進  

・あたたかい言葉遣い 

〇マナー、ルールの徹底 

〇暖かく支える学年・学級づくり 

・一人一人に居場所  

・一人一人の活動の場がある。 

・友達を思いやることができる。 

・友達と協力することができる。 

・学校だより（道徳コーナー） 

・親子道徳・参観会での道徳授業公開 

・学年だより、学級だより  

・懇談会等による啓発 

・保護者、地域人材の活用  

・保、幼、中、お年寄りとの交流 

 

学校教育目標 

心豊かに たくましく生きる子 

学校重点目標 

考えよう！ 動こう！自分のために・相手のために 

道徳重点目標 

主体的に判断・行動し、他者とより良く生きようとする児童 

児童の実態 

○素直   

○気持ちの切り替えが早い 

○人の役に立つ行動ができる 

△人の気持ちを察することができない 

△場に応じた正しい判断ができない 
特別活動 

〇よりよい生活を目指し、自治的・自発的に活動す

ることができる。 

〇他を思いやり、お互いに助け合いながらみんなの

ために活動することができる。（ハッピー活動） 

【学級活動】 

・学級における生活向上・充実のための活動、係

活動、当番活動 

【児童会活動】 

・代表委員会、委員会活動、児童集会、ペア活動 

【クラブ活動】 

・クラブ活動、クラブ発表 

【学校行事】 

 ・儀式的行事、健康・安全・体育的行事、遠足・

集団宿泊的行事 

生徒指導 

〇集団の中でのルールとマナーを大切にし、正しい

と思うことを進んで行うことができる。 

〇相手にとっても自分にとっても気持ちのよいこ

とができる。 

・善悪の判断 

・六合小のきまり 

・場に合った言葉遣い 

・気持ちのよいあいさつ、返事【和文化】 

・履物をそろえる「かかとピタ」【和文化】 

・だまってそうじ【和文化】 

平成 29 年度 島田市立六合小学校 道徳教育全体計画  

六合中学校区三校共通の重点  「自主自律」「思いやり」 

家庭・地域の願い 

 
・自分の考えをはっきり

と言える子 

・あいさつや返事ができ

る子 

・根気強く最後までやり

抜く子 

・目標をもち努力する子 

教師の願い 

 
・正しく判断し、進んで

行動できる子 

・相手を思いやり、場に

合った言動ができる子 

・自発的にあいさつがで

きる子 

・人の役に立つ活動に進

んで取り組む子 

児童の実態 教師の願い 家庭・地域の願い 

特別活動 

生徒指導 



重点目標

重点内容
項目

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

遠足A(1)　B(6) 海の学校A(１) B(6) 五郎祭 運動会A(１) B(6) 学習発表会A(1)B(６）

係活動A(1) ペア活動B(６) ペア活動B(６) 係活動A(1) ペア活動B(6) ペア活動B(6)
係活動A(1)
ありがとういっぱいの会
B(6)

ペア活動A(1)B(６)
６年生に感謝する会B(６)
ペア活動A(1)　B(5)

国語

登場人物の人柄をとらえ、話
し合おう
白いぼうし
A(1)登場人物の人柄につい
て、進んで話し合おうとしてい
る。
B(6)相手の考えを相づちを打
ちながら聞こうとしている。

場面の様子に着目して読み、
しょうかいしよう
一つの花
B(6)友だちの紹介を聞きなが
ら、自分と友だちの感じ方の違
いを見つけようとする。

誰もが関わり会えるように
手と心で読む
A(1）自分の興味のある内容につい
て進んで調べたり、話したりしてい
る。
B（6)様々な立場の人がいることに
気づき、相手の立場に立って考えよ
うとしている。

読んで考えたことを
話し合おう
ごんぎつねＢ（６）
ごんの兵十に対す
る思いと、最後にそ
の思いに気付く兵十
の心の動きを読みと
ろうとしている。

社会

算数

計算のしかたを考えよう
A(1)48÷３の計算の仕方を既習
事項を基に図や式を使って説明
しようとしている。
B(6)友だちの考えをよく聞いて、
学び合っている。

1けたでわるわり算
A(1)（２，３位数）÷（1位数）の
筆算を既習内容を関連付けな
がら考えようとしている。
B（６）友だちの言っていること
を理解しようとしながら聞こうと
している。

面積
B(6)
面積の大きさを数値化する
方法やいろいろな形の面積
について、友だちの考えをよ
く聞いて学び合っている。

小数のかけ算とわり算
A(1)小数のかけ算やわり算
の意味や計算仕方を、既習
内容を関連付けながら考え
ようとしている。

理科

天気と気温
A（１）１日の気温音変化を温度計
など使って適切に測り、その過程
や結果をしっかりと記録しようとす
る。

音楽

図工

見つけたよこの色すてきだね
Ａ（１）自分が作り上げた色に自
信をもち楽しみながら作品を作ろ
うとする。
B(6)友だちの作った色を味わうこ
とを通して、心を開き、友だちと仲
良く活動しようとする。

トントンつないで
A（１）
安全面に配慮しながら、想
像力を働かせて作品を作
ろうとしている。

ハッピーカードＢ（６） ほると出てくる不思議な
花
A（１）
安全面に配慮しながら、
想像力を働かせて作品
を作ろうとしている。

体育・保健

ネット型ゲーム
Ａ（４）規則を守り勝敗を受け入れ
ながら、進んでゲームを楽しもうと
する。
B(6)みんなが楽しめるように規則
を工夫しようとしている。

浮く運動・泳ぐ運動
Ａ（４）浮く・泳ぐ運動の約束を
守って、安全に気をつけて運
動しようとする。
B（６）友だちと励まし合って、
仲良く運動しようとする。

表現・リズムダンス
Ａ（４）リズムの特徴を感じながら、
自信をもって踊ろうとする。
かけっこ・リレー
B（６）バトンパスを試しながら、自分
やチームの課題を見つけ、友だちと
協力し合いながら課題に取り組もう
とする。

ベースボール型ゲーム
Ａ（４）規則を守り勝敗を
受け入れながら、進んで
ゲームを楽しもうとする。
B(6)みんなが楽しめるよう
に規則を工夫しようとして
いる。

育ちゆく体とわたし
B(1)発育。発達には個人
差があることを理解する
事で、

ゴール型ゲーム
Ａ（1）規則を守り勝敗を受
け入れながら、進んでゲー
ムを楽しもうとする。
B(6)みんなが楽しめるよう
に規則を工夫しようとして
いる。

コンビニエンスストア
日曜日のバーベキュー
大きくなあれバッコヤナギ

六合東小学校　　　道徳教育　全体計画別葉　（４年）
主体的に判断・行動し、他者とよりよく生きようとする児童

Ａ－（1）　善悪の判断、自律、自由と責任　　正しいと判断したことは、自信をもって行うこと。 Ｂ－（６）　親切　思いやり　　相手のことを思いやり、進んで親切にすること。

学校行事

勇者になりたい
つるの飛ぶ日

夢に向かって頑張る私たちの先ぱ
い
二人三脚リレー
えみさんのコンパス
いつもいつも

よわむし太郎
あなたの誕生
深良用水
よごれた配ぜん台

ぶらんこ復活
駅での出来事
心と心のあく手
同じ仲間だから

ピンチをはね返せ
空き缶拾い（２）

ありがとうは、まほうの
言葉
絵はがきと切手
じゃんけんで遊ぼうよ

泣いた赤おに
わたしの夢
わたしの筆箱

福祉学習「みんなしあわせ♡私たちのまち」
自分たちにできる事を考えよう。
A(1)まちのために自分ができると思うことを、自信をもって取り組もうとする。
B(6)様々な立場の人の思いを感じ、自分ができる事を一生懸命行おうとする。

道徳
わすれ物０作戦
手のひらの勇気

おはよう坂
ひとりぼっち
ケンタを助けよう

私たちの理科室　ものの温度と体積・ものの温まり方
A(1)理科室にある実験器具を安全に使って実験しよう
とする。
Ｂ（６）友だちと協力して、実験結果を記録したり考察し
たりしている。

すがたを変える水　自然の中の水
A(1)理科室にある実験器具を安全に使って実験しよ
うとする。
Ｂ（６）友だちと協力して、実験結果を記録した、考察
したりしている。

特別活動

教科

総合的な学習の時間

福祉学習「みんなしあわせ♡わたしたちのまち」
B(6)
体の不自由な方やお年寄りとの交流と体験をを通して、誰に対しても思いやりの心をもち、相手の立場に立って考えようとしている。

安全なくらしとまち作り
A(1)身の周りの事象に関心をもち、約束を守って意欲的に調べ
学習に取り組もうとしている。
B(6)災害や事故の防止に努める関係機関や地域の人々の工夫
を知ろうとしている。

健康なくらしとまちづくり
A(1)身の周りの事象に関心をもち、約束を守って意欲的に調べ学習に取り組もうとしている。
B(6)健康で良好な生活のために、計画的、協力的に廃棄物の処理や飲料水の確保につとめている人々の思
いを知ろうとしている。

拍の流れにのってリズムを感じ取ろう
A(1)拍子やリズムの特徴を感じ取りながら、自分の意図を
もってリズムアンサンブルを作ろうとしている。
B(6)互いの考えの良さを認め合いながら、協力してリズム
アンサンブルを作ろうとする。

いろいろな音のひびきを感じ取ろう
A(1)材質による音の特徴とその響きの違いを生かしな
がら自分なりの表現をしようとしている。
B(6)友達と互いの演奏を聴き合いながら、友だちと演
奏する喜びを味わおうとする。

お母さんのせい求書
一つのミニトマト
美しい柿田川
字を書く喜び

海の学校に向けて
A(１)集団生活での約束やマナーをきちんと守り、善悪の判断
をしっかりとつけて活動しようとする。
B(6)友だちと様々な活動を協力して行う中で、友だちの良さを
見つけようとする。



おわりに

私たちの学区「六合」の地名は、道悦島、阿知ヶ谷、東光寺、岸、細島、御請新田の

六つの村が合併し一つとなったことに由来していると言われています。それぞれ単独の

村であった六つの地区が「六合」の名前のもとに連携し、発展をしてきたように、私た

ち３校も以前より生徒指導、授業をはじめとした様々な教育活動で、教職員や児童生徒

が交流する場を積極的に設け、連携を図ってきました。平成28年度、六合中学校区が文

部科学省から「道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業」、静岡県教育委員会から「道

徳教育推進事業」の委託を受けました。私たちは、これまでの３校連携の組織、方法を

生かしながら、道徳教育推進の研究をスタートすることにしました。

研究を始めるにあたって私たちが一番に考えたのは、小中９年間の道徳教育を通して、

六合地区３校としての目指す児童生徒の姿とそれに迫るための道筋を明らかにすること

でした。そのために、３校の教育目標を照らし合わせ、込められた共通の願いを考える

とともに、児童生徒の実態をあらためて検討し、目指す姿につながる研究主題、共通の

重点を設定しました。また、それらをもとに、重点内容項目に特化した全体計画、別葉、

年間指導計画を作成し、目指す姿に迫る道筋を明らかにしました。

授業において大切にしたことは、失敗を恐れず、挑戦をすることでした。「考え、議論

する道徳」の授業とはどのような授業か。暗中模索の状態から研究は始まりました。ま

ずは原点に立ち返ろうと、教材研究の際には『学習指導要領解説 特別の教科 道徳編』

に目を通し、指導観を明確にすることを心掛けました。授業を構想する際には、今まで

タブー視されていたものも含め、いろいろな指導方法を試みました。指導の型を追い求

めるのではなく、児童生徒の実態を把握し、授業の主題やねらいに応じて適切な指導方

法を考えることが重要であるとわかってきました。「挑戦」という言葉が私たちの合言葉

になりました。

研究を始めて２年。目指す児童生徒の姿に照らし合わせた時、まだまだ研究は道半ば

であると感じています。しかし、児童生徒、教職員のそれぞれの姿に確かな変容も見ら

れるようになりました。友達と学び合う中で、自分の考え方が広がり、考えが深まって

いると実感している児童生徒が増えてきました。道徳の授業で考え、学んだことを普段

の生活で実践をしようと心掛け、実践につなげている児童生徒も増えてきています。私

たち教職員においては、道徳について、児童生徒の表れや指導方法を日常的に話題にす

ることが増えました。職員室のあちこちで、時には楽しく、時には熱心に道徳の授業に

ついて語り合う姿が、たくさん見られるようになりました。これまでの３校連携では、

小学校教員と中学校教員の間に「教科の壁」が感じられた研修が、道徳という同じ土俵

で授業を見合い話し合うことで、深まりのあるものに変わり、３校の連携が更に進んで

きていることも実感しています。

さらに、こうした取組を足並みをそろえて行うことで、目指す児童生徒の姿を地域や

保護者と共有することもできるようになりました。

この２年間の研究成果をもとに、六合地区の児童生徒を、目指す姿にまで変容させる

よう、今後も研究を継続していきたいと考えています。

平成29年11月22日

島田市立六合東小学校長 櫻井 真二



研究同人

御指導いただいた講師
柳沼 良太 氏〈岐阜大学大学院准教授〉
長谷 徹 氏〈元東京家政学院大学教授〉

本研究を支えた職員一同
六合中学校
園田 豊 山内 壱郎 青島 信裕 西野 恵子 鈴木 克哉
牧野 由朗 藤村 香 原木 明子 奥野 勝美 森永 健男
蒔田 幹之 鈴木 孝則 一色 淳 笠原真智子 藤原 敦
河原﨑 智 加瀬澤尚子 塚本 梨穂 小畑 智緩 竹森 恵子
四俵 勝 吉田美佳子 諏訪 洋平 渡邊 真衣 杉山真由美
織田皐太郎 村田 伸雄 原 正寛 八木 良子 杉山 正美
杉本 恵美 増田 泰征 山崎 直美 北川 裕美
平成28年度職員
中島 貢 松浦 利幸 水野 喜郎 坂本 正規 元 智
山崎貴実子 櫻井 貴彦 伊藤 明実

六合小学校
山口 泰弘 稲森 孝之 杉岡 弘已 鈴木 一行 芹澤 豊
戸田 正吾 栗田 弥子 田中 学 大石 典子 淀村 美弘
石田 昌史 内山 幹生 茂木 寿子 田原 徹也 小泉 智幸
原﨑 由美 山本 修 山本加奈恵 杉本 聡子 塚田 亘
益田 美帆 杉本佳那子 加藤 志帆 安竹 克真 蒔田かおり
鈴木 亜依 加藤美帆子 高木真智子 奈良橋紗耶 鈴木 翔太
渡邉三知子 中村美代子 石切山加奈子 増田 麻実 髙木 剛秀
池谷 美幸 小澤 美香 永井有依子 秋山英三子
平成28年度職員
杉本美智子 大石 浩美 野中 暁子 石神 朝子 杉山 真希
川添俊一郎 服部 貴文 臼井 覚 相澤扶美代 三浦 康世

六合東小学校
櫻井 真二 畑 浩 南 恵之 今泉 泰美 戸田 敏子
亀山 修児 秋山 綾子 小川 桂子 秋山安有美 高橋健太郎
片川 智帆 柴田 千春 陶山 茂男 栗原 美桜 大石 清香
青木 史弥 杉本 健 伊藤 満美 伊藤亜佑子 下出 菜摘
中村 佳世 鈴木美有紀 白鳥 絢子 大塚 克朗 鈴木 崇洋
堀井 一恵 杉岡 英司 飯塚留美子 森田奈津美 松田 奈央
高橋 良美
平成28年度職員
齋藤 啓世 齊藤 静代 大石 昌德 安田美峰子 飯塚 恵味
神間 里子 川西 真夢 増尾 昌子 新間 成子
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